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１．授業の基本情報 

本報告における対象授業は，大学院教育学

研究科教育実践高度化専攻における共通基礎

科目：「授業研究の開発実践」である。 登録

学生数は８名，担当教員は兵藤清一，山本朝

幸，田頭良博であった。本報告は授業の主担

当である兵藤が，その立場から授業を概括し

たものである。本科目の目標は以下のとおり

である。 

 

 

 

 

 

授業計画は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．授業開発と実践の概要 

本研究における授業開発の方法として，授

業カリキュラム構成の側面と振り返り支援方

法の側面に分けて、その方法を示していく。 

まず，授業カリキュラム構成の第１段階

（「問題」を発見・設定する段階）では，「授

業研究」とは何かという本質的な問いから授

業をスタートさせた。院生は，この問いを課

題レポートにまとめ，これまでの既有知識，

経験知や実践知等に基づいて「授業研究」に

対する自己の認識を表出した。この既有知識，

経験知や実践知等に基づく自己の認識の表出

を，授業カリキュラム構成の最初に行うこと

で，「授業研究」に対する自己の立ち位置，認

識の不足等の理解度の低さや曖昧さ，他者と

の認識の相違（多様性）等に気づき，自己の

既有知識，経験知や実践知等の限界から，問

題意識の醸成と「問題」発見・設定につなげ

ていき，学術的な理論研究へと目を向け，「理

論と実践の架橋」を促した。 

次に，第２段階（醸成された共通の「問題」

を追究する段階）では，「授業研究」に関する

理論研究の論文読解を通して，「授業研究」の

理論に関する認識を深めていった。論文は，

「授業研究」の特長（歴史等を含む）と「授

業研究」による教師の学習，「授業研究」の方

法（質的研究，事例研究）の三つの側面に関

するものであり，「知識構成型ジグソー法」の

考え方を用いて，エキスパート的な活動によ

り個の問題追究を，ジグソー的な活動とクロ

ストーク的な活動により協働的な問題追究を

行った。それらの活動の中で，理論研究にお

ける実践の位置付け（理論と実践のつながり）

を考えることを促し，「理論と実践を架橋」し

ていった。さらに，愛媛県内の事例を取り上



げ，実践事例研究を通して，その実践の背景

にある理論について考察し，「理論と実践の往

還」を促していった。 

第３段階（「問題」の追究結果を基に検討す

る段階）では，第２段階における「理論と実

践の架橋・往還」から，自己の「授業研究」

に対する認識を検討し，「授業研究」の新たな

認識を基にした理論を再構築していった。再

構築した理論を実践化していくために，実習

校における「授業研究」システムを分析し，

成果と課題を明確化した上で，改善策を提案

した。 

最後に，第４段階（自己の認識を基に理論

化・実践化を目指す段階）で，カリキュラム・

マネジメントの視点も取り入れながら，実習

校における「授業研究」システムの改善策の

実効性を他者と交流・検討することで，さら

に「理論と実践の往還」を促していった。 

次に，本研究における授業開発の方法にお

ける振り返り支援方法の側面については，ま

ず，「２段階による振り返り支援方法」の第１

段階の「自己内対話型」振り返り支援として，

「振り返りシート」を作成し，「知識・理解に

関すること」，「思考・判断に関すること」，「関

心・意欲に関すること」の三つの具体的な視

点を示し，その視点から，自己の認知を振り

返るよう促した。 

 

３．授業開発の成果と課題 

院生の授業・学びに関する意識アンケート

の記述内容からの量的・質的な分析アプロー

チからは，授業カリキュラム構成の４段階と，

２段階による振り返り支援方法は，「理論と実

践の架橋・往還」を促すことに一定の効果が

あったと考えられる。このように，授業にお

いて二つの具体的な方法を用いて，「理論と実

践の架橋・往還」を促すことにより，院生は，

授業における学び（理解）の深まりを感じて

いることもわかった。特に，授業前と後での

自己の認識の変容については，71%の院生が自

己の認識がとても変容したとし，29%の院生が

自己の認識が変容したとしており，院生全員

が授業前と後の自己の認識の変容・再構成を

強く感じている。その理由記述からは，「授業

研究を公開授業及びそれに係る種々の研究と

捉えていたが、アプローチ 3.4.5という見方

を知り、最終提案を考えることを通して授業

研究をマネジメントする術を理解することが

できた」，「連携校実習や各学校の研究計画か

らも様々なことを考えることはできるが、そ

れだけではただの経験での議論になってしま

い、よりよいものにするという建設的な交流

を行うことはできない。学校現場でそのよう

な理論を踏まえて研究計画などを作成してい

るのかは不明だが、理論について学ぶ意義を

実感できたとともに、理解の促進のためにも

役にたった」，「授業研究に関する論文におい

ては、子どもの学びの見取りについて、研究

者視点の見取り方が詳細に記されており、追

体験しながら学ぶことができた。また、鹿毛

先生や秋田先生の論文には、改善案の理論的

背景として、紐づけて考えられることができ

た」，「授業研究の在り方は単純なものではな

いが、５つという視点から掘り下げていくこ

とで、あり方を考えていく大きなヒントとな

った。特に、授業の見方や授業研の持ち方は

今すぐにでも使えるものであった」，「現職の

先生方とかかわることで、現場のリアルを感

じることができ、学部時代に学生だけで話す

のとはまた異なる新たな視点で考えることが

できたから。ただ、現職の先生方に一方的に

教授いただくのではなく、私たちストマスが

話せるような環境があり、具体について問い

返したり、根拠などを聴いたり、意見交流を

相互に行うことができた」，「講義と対話的交

流の二構成で学んだことを、三観点で見つめ

直すことは容易ではなく、三つに分けて振り

返るのにかなりの時間を要した。その分、何

を学んだのか明確になった。コメントについ

て、的確な指摘により考えを深めることがで



きた」，「ただ受講するだけではなく、私自身

の認知を振り返りシートに記述することで、

学んだことはどんなことなのか、日常生活（実

習経験）等と関係づけながら理解を深化させ

ることができたため。また、振り返りにコメ

ントを頂けることで、ただふりかえりを書く

だけではなく、書いたふりかえりを読み直す

きっかけになるし、コメントをいただけるこ

とで、読んでいただいているからしっかり書

こうという動機にもなり、よかった」，「私が

イメージしていた大学院の理論に関する授業

というものを体感することができた。特に教

師の省察的実践の回におけるダブルループで

授業を改善していくという考え方が印象に残

っている」等の記述が見られた。このような

記述からも，本研究における授業開発が，自

己の認識を吟味・検討しながら，自己の既有

知識や経験知，実践知等（主観）の認識を再

構成し，新たな自己の認識を構築していく営

みとして機能していたと考えられる。 

また，今年度は，最終回の本科目の総括の

授業を公開し，院生の学びの成果報告会を行

った。これにより，学校現場や教育委員会等

の多面的・多角的な視点から研究協議するこ

とができ，院生自身が学びの広がりや深まり

を実感することができた。 

今後の課題としては，上述の検証方法で示

した，院生の学びの具体である，授業での発

言や行動，振り返りシートや課題レポートの

記述内容等からの質的な分析アプローチから

検証していくことである。本稿では紙面の都

合上，割愛したが，今後の研究において示し

ていくこととしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業における対話の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学びの成果交流会における対話の様子】 


